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【開催趣旨】 
ヨハン・ヨアヒム・ヴィンケルマンは『ギリシア美術模倣論』（1755年）で、古代彫刻の理想
美を「高貴な単純と静かな偉大さ」ととらえ、次世代の美術家たちが模倣すべき手本として古
代彫刻に並べてラファエッロを挙げました。理想美を古代の美術から直接学ぶよりも、それを
誰よりもよく理解し消化したラファエッロの作品を学んだほうが効率がよいからだと言うので
す。ラファエッロが古代彫刻と並ぶ「古典」として認識された一つの転換点でした。 
　ラファエッロは生前から評価が高く、どの時代を見ても広く参照されています。それは一種
の「ラファエッロ主義」と呼べるものかもしれません。しかし、ヴィンケルマンがバロック美
術に対するアンチテーゼとしてラファエッロを「再発見」したように、ラファエッロの評価も
時代によって移り変わり、評価され受容された作品も時代によって異なっていたはずです。
「古典」という括りからラファエッロを解放してみることで、見えにくくなってしまった「ラ
ファエッロ主義」の諸相が浮き彫りにされるでしょう。それが西洋美術史を見つめ直す軸とな
りうるのか、ラファエッロ没後500年を機会に考えてみたいと思います。  
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